


兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長  

武
田 

政
義

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、日
頃
よ
り
地
域
福
祉
の

推
進
に
ご
尽
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、国
を
挙
げ
て
社
会
保
障
制
度
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、平
成
27
年
度
は
、介
護
保
険
制
度

改
正
や
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
の
本
格
施
行
な
ど
、

改
革
の
大
き
な
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、1
月
17
日
に
は
阪
神・淡
路
大
震
災
よ
り
20
年
を

迎
え
ま
す
。多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、本
会
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
や
災
害
時
要
援
護
者
支
援
な
ど
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
27
年
は
、「
県
社
協
2
0
1
5
年
計
画
」や

「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最
終
年

度
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
す
。本
会
で
は
こ
れ
ら
の
事
業
の

検
証
を
行
い
な
が
ら
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
の
定
着
に
向
け
て

総
仕
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、次
期
計
画
の
策
定
に
役
職

員
が
一
丸
と
なって
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
「
認
め
合
い 

と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合
う 

み
ん
な
で
つ

く
る 

ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
」の
実
現
に
向
け
て
、一
層
気
を
引

き
締
め
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ

ま
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

兵
庫
県
知
事

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
一
同

「
２
０
１
５
年
」の

新
春
を
迎
え
て　

兵
庫
県
共
同
募
金
会
　
会
長
　
菅
原
　
巖

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、常
日

頃
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
26
年
は
赤
い
羽
根
ひ
ょ
う
ご
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン「
や

さ
し
さ
が　
必
ず
と
ど
く　
赤
い
羽
根
」の
も
と
、募
金
目

標
額
を
7
億
2
4
6
8
万
2
0
0
0
円
と
し
て
募
金
運

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
お
預
か

り
し
ま
し
た
募
金
は
、高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
子
育
て
支
援
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
、障

害
者
支
援
施
設
の
備
品
整
備
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
民
間
社

会
福
祉
活
動
を
資
金
面
で
応
援
し
て
い
ま
す
。ま
た
、大
規

模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
や
運
営
の
た
め
に
も
積
み
立
て
を
し
て
活
用
を
図
って

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、募
金
を
通
じ
て
誰
も
が
福
祉
活
動
に
参
加

で
き
る
よ
う
、共
同
募
金
運
動
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、本
年
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誰
も
が
参
加
す
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

安
全
安
心
と
元
気
の
創
造
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岡
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光
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新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
頭
所
感

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。未
曾
有
の
災
害
か
ら
得
た
経
験
と
教
訓
を
発
信

し
続
け
る
と
と
も
に
、復
興
を
成
し
遂
げ
て
き
た
兵
庫
の

力
を
、未
来
に
向
か
っ
て
、世
界
に
向
か
っ
て
、一
層
力
強
く

発
揮
す
る
好
機
の
年
と
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

昨
年
末
、国
政
の
新
た
な
体
制
が
固
ま
り
ま
し
た
。人

口
減
少
の
克
服
や
東
京
一
極
集
中
の
是
正
な
ど
地
方
創

生
の
動
き
の
本
格
化
に
向
け
て
、今
こ
そ
、地
方
が
主
導
す

る
国
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
時
で
す
。兵
庫
の
多
様
性
を

生
か
し
、個
性
あ
る
地
域
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
第
一
は
、安
全
安
心
の
確
保
。

　

地
震
、津
波
対
策
の
ほ
か
、昨
年
8
月
の
豪
雨
災
害
を

踏
ま
え
た
風
水
害
へ
の
備
え
を
強
化
し
ま
す
。ま
た
、

2
0
2
5
年
問
題
を
見
据
え
た
福
祉・介
護・医
療
の
充

実
や
、子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
社
会
弱
者
対
策
を
進
め
地

域
社
会
で
の
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

　
第
二
は
、活
力
あ
る
地
域
経
済
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
も
存
在
感
を
示
す
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企

業
の
育
成
や
、産
業
と
し
て
の
農
業
の
振
興
、ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
ま
す
。子
育
て
環
境
の
充
実
と
あ
わ
せ
、女
性
、若

者
、高
齢
者
、障
害
者
な
ど
多
様
な
人
材
の
社
会
参
加
を

促
し
、人
口
減
少
社
会
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
第
三
は
、地
域
の
元
気
の
創
造
。

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
多
彩
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
広
域
観
光
圏
の
形
成
や
、交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
社
会

基
盤
の
整
備
、淡
路
花
博
2
0
1
5
花
み
ど
り
フ
ェア
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、地
域
活
性
化
と
内
外
と
の
交
流
拡
大
を

図
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
20
年
間
の
復
興
の
歩
み
を
基
礎

に
、柔
軟
な
発
想
と
地
域
主
導
の
行
動
で
直
面
す
る
課
題

に
挑
み
、兵
庫
の
新
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
地
震
乗
り
越
え　
未
来
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
兵
庫　
新
し
き
創
造
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地
域
活
動
な
ど
の
社
会
公
益
を
実
現
す

る
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
支
援・促

進
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

　
そ
の
後
、本
県
で
は「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
」（
以
下
、「
プ
ラ
ザ
」）の
開

設（
平
成
14
年
6
月
）や
、「
県
民
の
参
画
と

協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し

（
平
成
15
年
4
月
）、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
基
金（
基
本
財
産
約
1
0
0
億
円
）に
よ

り
、草
の
根
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か

ら
中
間
支
援
を
行
う
N
P
O
法
人
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
運
営・活
動
支
援
や
、団
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
活
動
の
広
が
り
を
支
え
て
き
た
。

　
阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、全
国
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
無
い
多
く
の
若
者

や
組
織
に
属
さ
な
い
個
人
が
、何
か
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
で
被
災
地

に
駆
け
付
け
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
だ
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裾
野
が

大
き
く
広
が
り
、平
成
7
年
は「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
元
年
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

大
震
災
直
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

広
が
り
を
受
け
、平
成
10
年
3
月
に
は
、

福
祉
、環
境
、ま
ち
づ
く
り
等
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
を
行
う
団
体
に
法
人
格

を
与
え
、自
由
な
社
会
貢
献
活
動
の
促
進

を
図
る「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」が

成
立（
平
成
10
年
12
月
施
行
）。ま
た
、本

県
に
お
い
て
も「
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
」が
施
行

（
平
成
10
年
12
月
）さ
れ
た
。本
格
的
な
成

熟
社
会
の
到
来
に
あ
た
り
、公
的
領
域
と

私
的
領
域
の
中
間
に
位
置
す
る
公
共
的

な
領
域
を
担
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ

ー
を
社
会
の
中
に
確
立
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
確
認
し
、県
民
相
互
の
協
力
の
も

と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
活
動
、

SPECIAL EDITION

■図表1 公共的領域の広がり

　阪神・淡路大震災から20年。震災の救援・復興活動の中で広が
ったボランティア活動により、1995年は「ボランティア元年」と
呼ばれている。その後、特定非営利活動促進法などの動きを経
て、ボランティアやNPO等の県民ボランタリー活動は分野や世
代を超えて広がった。災害時や地域生活のさまざまな場面にお
いて、県民ボランタリー活動は今や不可欠な存在となっている。
　今回の特集では、この20年間の兵庫県における県民ボランタ
リー活動の広がりと今後の展望について考えたい。

ひょうご震災20年
ボランタリー活動フォーラム

SPECIAL EDITION  特集

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
の
現
状

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の

今
後
と
プ
ラ
ザ
の
役
割

阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
根
付
い
た

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

　
こ
の
1
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
20
年
を
迎
え
る
。震
災
を
経
験
し

て
い
な
い
県
民
も
増
え
、記
憶
の
風
化
が

懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、東
日
本
大
震
災

等
で
得
ら
れ
た
知
見
や
経
験
、県
民
の

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
実
践
活
動
等
の
蓄

積
も
進
ん
だ
。　

地
域
に
根
付
く

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

　
こ
の
た
び
、プ
ラ
ザ
が
県
内
5
0
0
0

の
活
動
団
体
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査（
回
答
数
2
6
4
2
団
体
）

で
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
の
20
年

を
振
り
返
り
、75
％
の
団
体
が「
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
活
動
の
社
会
の
認
知
度
が
高
ま
り
、

社
会
の
中
で
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
っ
た
」と
評
価
。約
6
割
の
団
体
が「
福

祉・保
健・医
療
」の
分
野
で
活
動
し
て
い

る
が
、新
し
く
発
足
し
た
団
体
ほ
ど
そ
の

割
合
は
低
く
な
り
、「
子
ど
も
」「
文
化・ス

ポ
ー
ツ
」「
ま
ち
づ
く
り
」等
の
分
野
の
割

合
が
増
え
て
い
る
。さ
ら
に
、市
区
町
域

を
超
え
て
活
動
し
て
い
る
団
体
が
、発
足

時
に
は
22
％
で
あ
っ
た
も
の
が
現
在
は
31

％
と
な
る
な
ど
、活
動
分
野
や
地
域
に
広

が
り
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、5
年
前
よ
り
も
活
動
の
種
類
が

「
増
え
た
」団
体
が
43
％
、「
減
っ
た
」団
体

が
15
％
で
あ
っ
た
の
を
は
じ
め
、利
用
者

数
や
総
支
出
金
額
で
も
増
加
し
た
団
体

が
減
少
し
た
団
体
を
上
回
っ
て
い
る
。ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
が
、全
体
と
し
て

多
く
の
種
類
の
活
動
に
関
わ
り
、利
用
者

や
経
済
的
規
模
も
拡
大
し
て
い
る
な
ど
、

着
実
に
地
域
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
た
。

N
P
O
法
人
の
広
が
り

　
N
P
O
法
人
に
つ
い
て
は
、平
成
14
年

の
プ
ラ
ザ
開
設
当
時
、約
3
0
0
だ
っ
た

も
の
が
、平
成
25
年
に
は
2
0
0
0
を
超

え
て
い
る
。ま
た
、前
述
の
調
査
で
は
、資

金
不
足
を
課
題
に
掲
げ
る
団
体
が
47
％

と
最
も
多
か
っ
た
が
、全
国
的
に
も
、

N
P
O
法
人
の
認
証
数
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
数
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

県
内
に
は
、N
P
O
の
設
立・運
営
支
援
、

人
材
育
成
、活
動
資
金
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
う

N
P
O
が
数
多
く
存
在
し
、N
P
O
の
基

盤
整
備
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
中
間
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
28
団
体
が
参
画
）も
組
織
さ
れ
る
な

ど
、N
P
O
に
対
す
る
支
援
も
大
き
く
広

が
っ
て
き
た
。

　

自
然
災
害
や
事
故
の
発
生
後
、救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
る
こ
と
が
、

災
害
文
化
と
し
て
根
付
き
つ
つ
あ
る
。東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
、本
県
か

ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。プ
ラ

ザ
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
派
遣
を

現
在
も
続
け
る
ほ
か
、現
地
に「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
た
。前
述
の
調
査
で
も
、全
体

の
約
18
％
が
東
日
本
大
震
災
の
支
援
活

動
を
行
い
、そ
の
う
ち
約
3
分
の
1
は

現
地
に
赴
い
て
お
り
、全
体
の
2
割
の
団

体
が
今
後
も
活
動
し
た
い
と
し
て
い
る

な
ど
、兵
庫
か
ら
東
日
本
へ
の
支
援
が
続

い
て
い
る
。

　
平
成
26
年
8
月
の
丹
波
市
豪
雨
災
害

に
お
い
て
も
、丹
波
市・丹
波
市
社
協
と

自
治
会
や
地
元
団
体
等
が
よ
く
連
携
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
迅
速
に

設
置
・
運
営
さ
れ
た
。災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
協
定
を

丹
波
市
と
市
社
協
が
交
わ
し
て
お
り
、資

機
材・財
源
の
確
保
や
専
任
職
員
の
配
置

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。ま
た
、現
地

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、

現
地
入
り
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
識

経
験
者
が
、F
a
c
e
b
o
o
k
等
で

広
く
情
報
発
信
し
た
結
果
、発
災
か
ら

3
カ
月
で
約
1
万
7
0
0
0
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
現
地
で
活
動
し
た
ほ
か
、支

援
者
間
の
自
主
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

つ
く
ら
れ
た
。

阪神・淡路20年
－1．17は忘れない－
「県民ボランタリー活動」の
これまでとこれから
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兵庫県社会福祉協議会では、県民・福祉関係者の
皆さまからのさまざまな相談を受け付けています。

社会福祉法人

兵庫県社会福祉協議会

（神戸市中央区東川崎町1-1-3 神戸クリスタルタワー6階）
TEL078-360-8845（月～金曜9：00～19：00、土曜9：00～17：00）

※日曜、祝日、GW、盆、年末年始は休館
※NPO相談は要予約（月曜11：00～19：00、土曜9：00～17：00）

（神戸市中央区坂口通2-1-1）　TEL078-242-4633（代表）
※土日・祝日・年末年始は休業　URL http://www.hyogo-wel.or.jp/

ボランタリー活動に関するご相談は

ひょうごボランタリープラザ

（神戸市中央区中山手通6-1-30）TEL078-367-3001
介護支援専門員研修専用TEL078-367-5211

福祉職場の人材育成に関するご相談は

兵庫県社会福祉研修所

TEL078-271-3881

福祉の仕事・資格に関するご相談は

福祉人材センター

TEL078-242-0601（9：00～12：00、13：00～16：00）

65歳未満で発症する認知症についての本人・家族の生活相談は

ひょうご若年性認知症
生活支援相談センター

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
保
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
児
童
養
護
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
乳
児
院
連
盟

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

兵
庫
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

社
会
福
祉
法
人　

兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

一
般
財
団
法
人　

兵
庫
県
肢
体
不
自
由
児
者
協
会

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
音
楽
療
法
士
会

会
長　
　

石
田 

文
徳

会
長　
　

森
村 

安
史

会
長　
　

蓬　

 

和
裕

会
長　
　

小
林 

公
正

会
長　
　

𠮷
田 

隆
三

会
長　
　

八
木　

 

健

理
事
長　

山
﨑 

玲
輔

理
事
長　

岡
田 
和
隆

会
長　
　

岩
崎 
敏
彦

理
事
長　

鄭　

 

正
秀

会
長　
　

本
條 

義
和

理
事
長　

小
原 

冷
子

理
事
長　

揖
場　

 

攝

会
長　
　

岡
本 

和
久

会
長　
　

安
達 

眞
理
子

会
長　
　

垣
内 

達
也

理
事
長　

松
﨑 

聡
子

2
0
1
4
年
福
祉
の
で
き
ご
と

1
月　
政
府
が
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准

3
月　
「
第
3
期
兵
庫
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」の
改
定 

4
月　
県
内
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
件
数（
1
1
8
件
）が
2
年
連
続
日
本
一
に

6
月　
「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」が
成
立

　
　
　

全
国
初
の「
小
児
筋
電
義
手
バ
ン
ク
」が
設
立（
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中
央
病
院
）

7
月　
厚
労
省「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」が
報
告
書
を
公
表

　
　
　

第
53
回
社
会
福
祉
夏
季
大
学
開
催

8
月　
「
平
成
27
年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言
」

　
　
　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
総
会・講
演
会
開
催

　
　
　

8
月
16
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
丹
波
市
を
中
心
に
災
害
が
発
生

　
　
　

社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
で
社
会
福
祉
法
人
制
度
と

　
　
　
　

福
祉
人
材
確
保
対
策
の
検
討
を
開
始

10
月　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
開
始

11
月　
第
63
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

TEL078-242-6868（10：00～16：00）

福祉サービスの苦情相談に関するご相談は

福祉サービス運営適正化委員会

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
居
団
体
一
同

謹 

賀 

新 

年

阪神・淡路大震災直後の仮設住宅における
ボランティア活動

県 民

公共的領域の広がり

県民一人ひとりが
ボランタリー活動に
参画・他の主体との協働

団体・NPO
特性や資源を生かして、
公共的・社会的分野に

関わる

企業・事業者
人、モノ、施設、
資金などの

資源を活用し、参画
支え合い、共に生きる領域を

社会全体で担う

行 政
多様な主体とのパートナーシップのもと

質の高い行政サービスの提供
多様な地域づくりに取り組む県民や団体の
主体性を生かした活動や連携の支援

ボランティアバスによる東日本大震災の支援活動

丹波市豪雨災害でのボランティアの活躍

ま
ご
こ
ろ

さ
き 

や
ま

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
発
災
直
後
か
ら
、丹
波
市
社
協
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
に
地
元
の

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
丹
が
現

地
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、

N
P
O
法
人
い
き
い
き
前
山
等
も
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
の
運
営

に
尽
力
。各
小
学
校
区
単
位
の「
自
治
協

議
会
」や
自
治
会
も
含
め
た
地
縁
団
体
と

N
P
O
が
日
頃
か
ら
連
携
し
て
い
た
こ

と
が
、効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
っ
た
。

災
害
救
援
N
P
O
等
と
の
連
携

　
ま
た
、過
去
の
自
然
災
害
で
は
、専
門
技

能
を
有
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
が

十
分
で
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

丹
波
市
で
は
、重
機
を
扱
う
専
門
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
丹
波
市
お
よ
び
市
社
協
が
話

し
合
い
、被
災
者
の
た
め
に
協
力
し
た
。

　
今
後
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
大

き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
期
待

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、本
格
的
な
成
熟

社
会
を
迎
え
る
中
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク

タ
ー
の
役
割・期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

改
め
て
、よ
り
多
く
の
県
民
が
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
活
動
の
大
切
さ
を
認
識
し
、こ
の
よ

う
な
活
動
が
広
が
り
、資
金
的
に
も
自
立

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
の
た

め
に
は
、N
P
O
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
が
、積
極
的
に
自
ら

の
活
動
を
P
R
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、人
々
も
活
動
を
理
解
し
、参
画

す
る
と
と
も
に
、寄
付
や
出
資
を
行
う
社

会
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
プ
ラ
ザ
に
は
、時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。

地
域
に
お
け
る
N
P
O
活
動
の
活
性
化

　
農
山
漁
村
部
で
は
、地
縁
系
団
体
の
後

継
者
不
足・活
動
者
固
定
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。農
山
漁
村
部
で
活
動
す
る

N
P
O
等
が
地
域
団
体
と
連
携
し
て
活

躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。　

　
プ
ラ
ザ
も
、西
播
磨・但
馬・丹
波・淡
路

地
域
等
に
お
け
る
N
P
O
の
活
性
化
を
目

指
し
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
助
成
の
メ
ニュ

ー
変
更
等
を
行
っ
て
き
た
が
、今
後
と
も

地
域
活
性
化
支
援
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
。

企
業
と
N
P
O
と
の
連
携
を
支
援

　
N
P
O
等
に
と
っ
て
、企
業
が
有
す
る

資
金
調
達・広
報
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

大
き
な
魅
力
で
あ
る
。従
来
の
企
業
の

C
S
R
部
門
等
と
の
連
携
に
加
え
て
、子

育
て
支
援
や
地
産
地
消
な
ど
個
々
の

N
P
O
の
専
門
性
を
生
か
し
、企
業
の

業
務
そ
の
も
の
と
の
連
携
も
始
ま
り
つ

つ
あ
る
。

　
プ
ラ
ザ
で
も
、企
業
と
N
P
O
と
の
新

た
な
連
携
の
場
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境
づ
く
り

　
阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、災
害
の
被
災
地
に
と
っ
て
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
。一
般
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

で
、世
代
や
地
域
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
だ

け
に
、被
災
者
へ
の
配
慮
な
ど
、誰
も
が
求

め
ら
れ
る
基
本
や
、高
度
な
専
門
性
が
必

要
と
さ
れ
る
局
面
も
あ
る
。被
災
地
に
赴

く
方
々
の
支
援
か
ら
現
地
で
受
け
入
れ

る
支
援
ま
で
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円

滑
に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
望
ま

れ
る
。プ
ラ
ザ
で
は
、昨
年
か
ら「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引
制
度
」の
実
現
に
向
け

た
署
名
活
動
を
支
援
し
て
き
た
が
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
の
充

実
な
ど
も
含
め
、こ
れ
か
ら
も
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

参加者募集

ひょうごボランタリープラザ 検 索

　基調講演やパネルディスカッションを通してボランタ
リー活動の歩みを振り返りながら、NPOや地域活動団
体等の交流を進め、今後の活動の発展につなげます。
 日　時　平成27年1月16日（金）9：45～16：00
 　　　　第1部 県民ボランタリー活動フォーラム
 　　　　第2部 災害ボランティアフォーラム
 会　場　神戸クリスタルタワー クリスタルホール
問 　ひょうごボランタリープラザ　
　　TEL078-360-8845  ※申込締め切り1月9日（金）
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地
域
活
動
な
ど
の
社
会
公
益
を
実
現
す

る
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
支
援・促

進
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

　
そ
の
後
、本
県
で
は「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
」（
以
下
、「
プ
ラ
ザ
」）の
開

設（
平
成
14
年
6
月
）や
、「
県
民
の
参
画
と

協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し

（
平
成
15
年
4
月
）、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
基
金（
基
本
財
産
約
1
0
0
億
円
）に
よ

り
、草
の
根
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
か

ら
中
間
支
援
を
行
う
N
P
O
法
人
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
運
営・活
動
支
援
や
、団
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
、ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
活
動
の
広
が
り
を
支
え
て
き
た
。

　
阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、全
国
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
無
い
多
く
の
若
者

や
組
織
に
属
さ
な
い
個
人
が
、何
か
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
で
被
災
地

に
駆
け
付
け
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
だ
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裾
野
が

大
き
く
広
が
り
、平
成
7
年
は「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
元
年
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

大
震
災
直
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

広
が
り
を
受
け
、平
成
10
年
3
月
に
は
、

福
祉
、環
境
、ま
ち
づ
く
り
等
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
を
行
う
団
体
に
法
人
格

を
与
え
、自
由
な
社
会
貢
献
活
動
の
促
進

を
図
る「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」が

成
立（
平
成
10
年
12
月
施
行
）。ま
た
、本

県
に
お
い
て
も「
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
」が
施
行

（
平
成
10
年
12
月
）さ
れ
た
。本
格
的
な
成

熟
社
会
の
到
来
に
あ
た
り
、公
的
領
域
と

私
的
領
域
の
中
間
に
位
置
す
る
公
共
的

な
領
域
を
担
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ

ー
を
社
会
の
中
に
確
立
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
確
認
し
、県
民
相
互
の
協
力
の
も

と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
活
動
、

SPECIAL EDITION

■図表1 公共的領域の広がり

　阪神・淡路大震災から20年。震災の救援・復興活動の中で広が
ったボランティア活動により、1995年は「ボランティア元年」と
呼ばれている。その後、特定非営利活動促進法などの動きを経
て、ボランティアやNPO等の県民ボランタリー活動は分野や世
代を超えて広がった。災害時や地域生活のさまざまな場面にお
いて、県民ボランタリー活動は今や不可欠な存在となっている。
　今回の特集では、この20年間の兵庫県における県民ボランタ
リー活動の広がりと今後の展望について考えたい。

ひょうご震災20年
ボランタリー活動フォーラム

SPECIAL EDITION  特集

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
の
現
状

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の

今
後
と
プ
ラ
ザ
の
役
割

阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
根
付
い
た

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

　
こ
の
1
月
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
20
年
を
迎
え
る
。震
災
を
経
験
し

て
い
な
い
県
民
も
増
え
、記
憶
の
風
化
が

懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、東
日
本
大
震
災

等
で
得
ら
れ
た
知
見
や
経
験
、県
民
の

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
実
践
活
動
等
の
蓄

積
も
進
ん
だ
。　

地
域
に
根
付
く

県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

　
こ
の
た
び
、プ
ラ
ザ
が
県
内
5
0
0
0

の
活
動
団
体
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査（
回
答
数
2
6
4
2
団
体
）

で
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
の
20
年

を
振
り
返
り
、75
％
の
団
体
が「
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
活
動
の
社
会
の
認
知
度
が
高
ま
り
、

社
会
の
中
で
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
っ
た
」と
評
価
。約
6
割
の
団
体
が「
福

祉・保
健・医
療
」の
分
野
で
活
動
し
て
い

る
が
、新
し
く
発
足
し
た
団
体
ほ
ど
そ
の

割
合
は
低
く
な
り
、「
子
ど
も
」「
文
化・ス

ポ
ー
ツ
」「
ま
ち
づ
く
り
」等
の
分
野
の
割

合
が
増
え
て
い
る
。さ
ら
に
、市
区
町
域

を
超
え
て
活
動
し
て
い
る
団
体
が
、発
足

時
に
は
22
％
で
あ
っ
た
も
の
が
現
在
は
31

％
と
な
る
な
ど
、活
動
分
野
や
地
域
に
広

が
り
が
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、5
年
前
よ
り
も
活
動
の
種
類
が

「
増
え
た
」団
体
が
43
％
、「
減
っ
た
」団
体

が
15
％
で
あ
っ
た
の
を
は
じ
め
、利
用
者

数
や
総
支
出
金
額
で
も
増
加
し
た
団
体

が
減
少
し
た
団
体
を
上
回
っ
て
い
る
。ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
が
、全
体
と
し
て

多
く
の
種
類
の
活
動
に
関
わ
り
、利
用
者

や
経
済
的
規
模
も
拡
大
し
て
い
る
な
ど
、

着
実
に
地
域
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
た
。

N
P
O
法
人
の
広
が
り

　
N
P
O
法
人
に
つ
い
て
は
、平
成
14
年

の
プ
ラ
ザ
開
設
当
時
、約
3
0
0
だ
っ
た

も
の
が
、平
成
25
年
に
は
2
0
0
0
を
超

え
て
い
る
。ま
た
、前
述
の
調
査
で
は
、資

金
不
足
を
課
題
に
掲
げ
る
団
体
が
47
％

と
最
も
多
か
っ
た
が
、全
国
的
に
も
、

N
P
O
法
人
の
認
証
数
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
数
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

県
内
に
は
、N
P
O
の
設
立・運
営
支
援
、

人
材
育
成
、活
動
資
金
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
う

N
P
O
が
数
多
く
存
在
し
、N
P
O
の
基

盤
整
備
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
中
間
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
28
団
体
が
参
画
）も
組
織
さ
れ
る
な

ど
、N
P
O
に
対
す
る
支
援
も
大
き
く
広

が
っ
て
き
た
。

　

自
然
災
害
や
事
故
の
発
生
後
、救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
る
こ
と
が
、

災
害
文
化
と
し
て
根
付
き
つ
つ
あ
る
。東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
、本
県
か

ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。プ
ラ

ザ
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
派
遣
を

現
在
も
続
け
る
ほ
か
、現
地
に「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
た
。前
述
の
調
査
で
も
、全
体

の
約
18
％
が
東
日
本
大
震
災
の
支
援
活

動
を
行
い
、そ
の
う
ち
約
3
分
の
1
は

現
地
に
赴
い
て
お
り
、全
体
の
2
割
の
団

体
が
今
後
も
活
動
し
た
い
と
し
て
い
る

な
ど
、兵
庫
か
ら
東
日
本
へ
の
支
援
が
続

い
て
い
る
。

　
平
成
26
年
8
月
の
丹
波
市
豪
雨
災
害

に
お
い
て
も
、丹
波
市・丹
波
市
社
協
と

自
治
会
や
地
元
団
体
等
が
よ
く
連
携
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
迅
速
に

設
置
・
運
営
さ
れ
た
。災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
協
定
を

丹
波
市
と
市
社
協
が
交
わ
し
て
お
り
、資

機
材・財
源
の
確
保
や
専
任
職
員
の
配
置

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。ま
た
、現
地

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、

現
地
入
り
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
識

経
験
者
が
、F
a
c
e
b
o
o
k
等
で

広
く
情
報
発
信
し
た
結
果
、発
災
か
ら

3
カ
月
で
約
1
万
7
0
0
0
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
現
地
で
活
動
し
た
ほ
か
、支

援
者
間
の
自
主
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

つ
く
ら
れ
た
。

阪神・淡路20年
－1．17は忘れない－
「県民ボランタリー活動」の
これまでとこれから
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兵庫県社会福祉協議会では、県民・福祉関係者の
皆さまからのさまざまな相談を受け付けています。

社会福祉法人

兵庫県社会福祉協議会

（神戸市中央区東川崎町1-1-3 神戸クリスタルタワー6階）
TEL078-360-8845（月～金曜9：00～19：00、土曜9：00～17：00）

※日曜、祝日、GW、盆、年末年始は休館
※NPO相談は要予約（月曜11：00～19：00、土曜9：00～17：00）

（神戸市中央区坂口通2-1-1）　TEL078-242-4633（代表）
※土日・祝日・年末年始は休業　URL http://www.hyogo-wel.or.jp/

ボランタリー活動に関するご相談は

ひょうごボランタリープラザ

（神戸市中央区中山手通6-1-30）TEL078-367-3001
介護支援専門員研修専用TEL078-367-5211

福祉職場の人材育成に関するご相談は

兵庫県社会福祉研修所

TEL078-271-3881

福祉の仕事・資格に関するご相談は

福祉人材センター

TEL078-242-0601（9：00～12：00、13：00～16：00）

65歳未満で発症する認知症についての本人・家族の生活相談は

ひょうご若年性認知症
生活支援相談センター

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
知
的
障
害
者
施
設
協
会

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
保
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
児
童
養
護
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
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児
院
連
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特
定
非
営
利
活
動
法
人　

兵
庫
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

社
会
福
祉
法
人　

兵
庫
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

一
般
財
団
法
人　

兵
庫
県
肢
体
不
自
由
児
者
協
会

公
益
社
団
法
人　

兵
庫
県
精
神
福
祉
家
族
会
連
合
会

公
益
財
団
法
人　

兵
庫
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
福
祉
士
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

一
般
社
団
法
人　

兵
庫
県
音
楽
療
法
士
会

会
長　
　

石
田 

文
徳

会
長　
　

森
村 

安
史

会
長　
　

蓬　

 

和
裕

会
長　
　

小
林 

公
正

会
長　
　

𠮷
田 

隆
三

会
長　
　

八
木　

 

健

理
事
長　

山
﨑 

玲
輔

理
事
長　

岡
田 

和
隆

会
長　
　

岩
崎 

敏
彦

理
事
長　

鄭　

 

正
秀

会
長　
　

本
條 

義
和

理
事
長　

小
原 

冷
子

理
事
長　

揖
場　

 

攝

会
長　
　

岡
本 

和
久

会
長　
　

安
達 

眞
理
子

会
長　
　

垣
内 

達
也

理
事
長　

松
﨑 

聡
子

2
0
1
4
年
福
祉
の
で
き
ご
と

1
月　
政
府
が
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准

3
月　
「
第
3
期
兵
庫
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」の
改
定 

4
月　
県
内
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
件
数（
1
1
8
件
）が
2
年
連
続
日
本
一
に

6
月　
「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」が
成
立

　
　
　

全
国
初
の「
小
児
筋
電
義
手
バ
ン
ク
」が
設
立（
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中
央
病
院
）

7
月　
厚
労
省「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」が
報
告
書
を
公
表

　
　
　

第
53
回
社
会
福
祉
夏
季
大
学
開
催

8
月　
「
平
成
27
年
度
兵
庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言
」

　
　
　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
総
会・講
演
会
開
催

　
　
　

8
月
16
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
丹
波
市
を
中
心
に
災
害
が
発
生

　
　
　

社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
で
社
会
福
祉
法
人
制
度
と

　
　
　
　

福
祉
人
材
確
保
対
策
の
検
討
を
開
始

10
月　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
開
始

11
月　
第
63
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

TEL078-242-6868（10：00～16：00）

福祉サービスの苦情相談に関するご相談は

福祉サービス運営適正化委員会

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
居
団
体
一
同

謹 

賀 

新 

年

阪神・淡路大震災直後の仮設住宅における
ボランティア活動

県 民

公共的領域の広がり

県民一人ひとりが
ボランタリー活動に
参画・他の主体との協働

団体・NPO
特性や資源を生かして、
公共的・社会的分野に

関わる

企業・事業者
人、モノ、施設、
資金などの

資源を活用し、参画
支え合い、共に生きる領域を

社会全体で担う

行 政
多様な主体とのパートナーシップのもと

質の高い行政サービスの提供
多様な地域づくりに取り組む県民や団体の
主体性を生かした活動や連携の支援

ボランティアバスによる東日本大震災の支援活動

丹波市豪雨災害でのボランティアの活躍

ま
ご
こ
ろ

さ
き 

や
ま

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
発
災
直
後
か
ら
、丹
波
市
社
協
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
に
地
元
の

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
丹
が
現

地
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
た
ほ
か
、

N
P
O
法
人
い
き
い
き
前
山
等
も
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
サ
テ
ラ
イ
ト
の
運
営

に
尽
力
。各
小
学
校
区
単
位
の「
自
治
協

議
会
」や
自
治
会
も
含
め
た
地
縁
団
体
と

N
P
O
が
日
頃
か
ら
連
携
し
て
い
た
こ

と
が
、効
果
的
な
支
援
に
つ
な
が
っ
た
。

災
害
救
援
N
P
O
等
と
の
連
携

　
ま
た
、過
去
の
自
然
災
害
で
は
、専
門
技

能
を
有
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
が

十
分
で
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

丹
波
市
で
は
、重
機
を
扱
う
専
門
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
丹
波
市
お
よ
び
市
社
協
が
話

し
合
い
、被
災
者
の
た
め
に
協
力
し
た
。

　
今
後
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
大

き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
期
待

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、本
格
的
な
成
熟

社
会
を
迎
え
る
中
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク

タ
ー
の
役
割・期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

改
め
て
、よ
り
多
く
の
県
民
が
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
活
動
の
大
切
さ
を
認
識
し
、こ
の
よ

う
な
活
動
が
広
が
り
、資
金
的
に
も
自
立

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。そ
の
た

め
に
は
、N
P
O
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
が
、積
極
的
に
自
ら

の
活
動
を
P
R
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。ま
た
、人
々
も
活
動
を
理
解
し
、参
画

す
る
と
と
も
に
、寄
付
や
出
資
を
行
う
社

会
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
プ
ラ
ザ
に
は
、時
代
の
流
れ
に
応
じ
た
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。

地
域
に
お
け
る
N
P
O
活
動
の
活
性
化

　
農
山
漁
村
部
で
は
、地
縁
系
団
体
の
後

継
者
不
足・活
動
者
固
定
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。農
山
漁
村
部
で
活
動
す
る

N
P
O
等
が
地
域
団
体
と
連
携
し
て
活

躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。　

　
プ
ラ
ザ
も
、西
播
磨・但
馬・丹
波・淡
路

地
域
等
に
お
け
る
N
P
O
の
活
性
化
を
目

指
し
、ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
助
成
の
メ
ニュ

ー
変
更
等
を
行
っ
て
き
た
が
、今
後
と
も

地
域
活
性
化
支
援
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
。

企
業
と
N
P
O
と
の
連
携
を
支
援

　
N
P
O
等
に
と
っ
て
、企
業
が
有
す
る

資
金
調
達・広
報
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

大
き
な
魅
力
で
あ
る
。従
来
の
企
業
の

C
S
R
部
門
等
と
の
連
携
に
加
え
て
、子

育
て
支
援
や
地
産
地
消
な
ど
個
々
の

N
P
O
の
専
門
性
を
生
か
し
、企
業
の

業
務
そ
の
も
の
と
の
連
携
も
始
ま
り
つ

つ
あ
る
。

　
プ
ラ
ザ
で
も
、企
業
と
N
P
O
と
の
新

た
な
連
携
の
場
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境
づ
く
り

　
阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、災
害
の
被
災
地
に
と
っ
て
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
。一
般
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

で
、世
代
や
地
域
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
だ

け
に
、被
災
者
へ
の
配
慮
な
ど
、誰
も
が
求

め
ら
れ
る
基
本
や
、高
度
な
専
門
性
が
必

要
と
さ
れ
る
局
面
も
あ
る
。被
災
地
に
赴

く
方
々
の
支
援
か
ら
現
地
で
受
け
入
れ

る
支
援
ま
で
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円

滑
に
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
望
ま

れ
る
。プ
ラ
ザ
で
は
、昨
年
か
ら「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引
制
度
」の
実
現
に
向
け

た
署
名
活
動
を
支
援
し
て
き
た
が
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
の
充

実
な
ど
も
含
め
、こ
れ
か
ら
も
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

参加者募集

ひょうごボランタリープラザ 検 索

　基調講演やパネルディスカッションを通してボランタ
リー活動の歩みを振り返りながら、NPOや地域活動団
体等の交流を進め、今後の活動の発展につなげます。
 日　時　平成27年1月16日（金）9：45～16：00
 　　　　第1部 県民ボランタリー活動フォーラム
 　　　　第2部 災害ボランティアフォーラム
 会　場　神戸クリスタルタワー クリスタルホール
問 　ひょうごボランタリープラザ　
　　TEL078-360-8845  ※申込締め切り1月9日（金）
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